
■170210「東京2020とその後の資源循環・資源管理を考える」 

３１の国と地域が集う 冬季アジア札幌大会視察報告 
視察の目的①ボランティアの活躍 
        ②３R・資源管理 
        ③国際大会の視点 

﨑田裕子 ジャーナリスト・環境カウンセラー 
NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 
協力：トッパン・フォームズ（株）札幌大会オフィシャルスポンサー 
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真駒内競技場       
ショートスケート 
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東京2020に向けて 
１ ボランティア「スマイルサポーターズ」の参画で支えている。 
☛学生など若い世代に広げ、次世代の「市民力」強化につなげたい 
 
２ 札幌ドームの5分別ボックスは、資源の行方も丁寧に伝えている。 
☛サポーターが最後まで分別をフォローできる体制づくりが必要 
 
３ 借用する競技会場でも、施設整備・販売物の発生抑制含め３Rを。 
☛使用後のリユース・リサイクルを考えた、看板や会場整備 
☛ レジ袋削減のためマイバッグ販売や、わかりやすい資源分別と表示 
☛「食べ物の容器包装」「飲料の容器」「食品ロス」と資源分別回収  
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